SHARR 


广[フアツピイ:] * 

toip > p>v 

FAX makes It happy. / 


インターネット液晶ファクシミリ 

取扱説明書 


-ェックスダブル 


シー エル 


ぉち UX - W 7 1 CL 

ユーエックスダブル ケーダブル 

UX - W 7 1 KW 








■OV \J . 

ままに正しくおほいいただくために- 

• • 6 

1 章 

ご使用の前に 

画 

2 章 

電話 

國 

3 章 

コピー 

圖 

4 章 

フアクス 

圖 

5 章 

留守番電話 

園 

6 章 

便利な機能 

I 硬利に 1 

轉 1 

7 章 

L モード 

圈 

8 章 

ナンパー•ディスプレイ 

圈 

9 章 

こまコたとをは 

國 

10 章 

ご参考に 

團 


お買いあげいたださ、まことにあ0びとラございました。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

ご使用の前に「ま全に正しくお使いいただくために」を必ずお読みください。 
この取扱説明書は保証書ととわに、いつでも見ることびできる所に必ず保存し 
て < ださい。 


>NhMH 

■ッケル水素電池の 
'リサイクルにご協力くださし、。 

技術基準適舍品 ） 





























を < じ 


ぺージ 


ちくじ . 2 

を全に正しくお使いいただくために . 6 


1章ご使用の前に 


ぺージ 

特長 .1-2 

取扱説明書の見かた .1-4 

付属品の確認 . 1 - 已 

ご使用の前に知っていただをたいこと- • • •1- 色 

各部の名前とはた S き .1-10 

操作ガイドボタンについて .1-20 

親機を接続ずる .1-22 

回線種別を合わせる（変える）ときは-- -1-25 

記録紙をセツトする .1-2 色 

テ機を巧電ずる .1-27 

コードレス A ンドコピーを充電ずる... .1-29 

呼出音量や受話音量、スピーカーの音量を 
変える .1-31 

呼出音の種類を変える .1-33 

日付と時刻を合わせる .1-3 已 

あなたの電話ま号や名前を登録ずる••- -1-37 
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9章こまつたとまは齊を 
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こんなときは（を種サービス） .9-20 

こんなとをは 

(エラー表示/アラーム音/停電になったとを）. 9-22 


充電池の交換がお要になったときは••- -9-30 


故障かな？と思ったとさは 

(修 S 依頼される前に） .9-33 

巧証とア フターサー ビス 

(よくお読みください） .9-34 
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ままに正し < お使いいただ < ために 


この取扱説巧書および商品には、を全にお使いいただくためにいろいろな表示をしていまず。その表示 
を無視して誤った取り扱いをずることによって生じる内容を、巧のように区分していまず。内容をよく 
理解してか5本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 


図記号について 


A ^化& 人が死 t または重 « を負ラむそれが 
ZlA 1 巳巧高い酷をおしています。 

1 


1 

A 巧なと t 人が死 t または重傷を負うおそれが 
ZlA ^ ca ある内容をおしています。 


図記号の意味 


上の記号は、気をつける必要があることを表しています。 

上の記号は、してはいけないことを表しています。 


A 注意 


人がけがをしたり財産に損害を受け 
るおそれがある内容を示しています。 


I 0€@ 

I 上の記号は、しな 


しなければな S ないことを表しています。 


A を巧 


充電池の取り扱いについては、必ず;夕のことを守ってください。正しく使用しないと、充電池の液漏れ•発熱 
破裂により、やけどやけがの原因となりまず。 


■巧電池をネックレス-ヘアピンなどと一緒 
に持ち運んだり、保管しないでください。 



■充電池を水や义の中に捨てたり、加熱した 
りしないで < ださい。 



■充電池ふたを取り付けるときは、充電池の 
コードをはさまないよラにして < ださい。 



■充電池の©©端子を金属などで接触させな 
いで < ださい。 



■充電池は、専用のものを使用してください。 



■充電池の液が目に入ったときは、こすらず 
に、すぐにきれいな水で洗ったあと、直ち 
に医師の治療を受けて < ださい。 

失明のおそれびあります。 


な 





〇 
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ま全に正し < おほいいただ < ために 


冒ち 


■水や薬品などの液体をこぼさないで < ださい。 

义巧•感電の原因になります。液体をこぼした場 
合は、差し込みプラグまたは AC アダプターを巧 
いて販売店へご相談ください。 


■内部に金属物を入れないでください。 

义巧•感電の原因になります。金属物び入った場 
合は、差し込みプラグまたは AC アダプターを抜 
いて販売店へごホ目談ください。 




■おそラなど、湿気のをい場所では描巧に使 
用しないで < ださい。 


■煙-異臭.異音が出たり、落下-破損した 
りした場合は使用を中止してください。 


絶縁び悪くなり义巧-感電の原因になります。 



义災'感電の原因になります。差し込みプラグまた 
は AC アダプターを抜いて販売店へご相談ください。 



■ご自身での分解や修理-改造は絶対にしな 
いで < ださい。 

火災•感電の原因になります。修理は販売店へご 
相談ください。 



■巧電池のビニールカバーを、はがしたりし 
ないで < ださい。 

充電池の液び漏れたり、発熱•破装させる原因に 
なります。 



■この製品を持ち運ぶときは、落としたり、 
衝撃を与えたりしないようにしてくださし、。 

けびの原因にな0ます。 

万一、この製品を落としたり、キャビネットを破 
損した場合は販売店へご連絡ください。そのまま 
使用すると、火災•感電の原因になります。 



■電源コード-差し込みプラグを破損ずるよ 
ラなことはしないで<ださい。 


次のよラなことはしないでくださし、。 

-傷つける -無理に巧げる 

■加工する ■無理にねじる 

-熱器具に近づける -重い物を載せる 

■無理に引っ張る •束ねる 

傷んだまま使用すると、感電や义巧の原因になりまず。 
コードやプラグの修理は、販売店へご相談ください。 
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ま全に正し < おほいいただ < ために 


■公冒ち 


■差し込みプラグや AC アダプターを抜き差 
しするときは本体（金属でない部分）を 
持ってください。 

感電の原因になります。 



■めれた手で差し込みプラグや AC アダプタ 
一の抜き差しはしないでください。 

感電の原因になります。 



■差し込みプラグや AC アダプターは根元ま 
で確実に差し込んでください。 

感電や発熱による乂巧の原因になります。傷んだプ 
ラグ-ゆるんだコンセントは使用しないでください。 


■この製品は国内電源仕様です。麻ず家庭用電 
源電圧（交流100 V )に接続してください。 

ミ毎外や交流1 00 V しソ外の電源電圧で使用すると、 
火災や感電の原因になります。 



■コンセントや配線器具の定格を超える使い 
かたはしないで<ださい。 


たこ足配線などで定格を超えると、発熱による义 
巧の原因になります。 



■子機を充電するときは、専用の充電器、 
AC アダプターを使用してください。 

指定！;■(がのちのを使用すると、充電池の液漏れ- 
発熱-破裂により、やけどやけびの原因になります。 



■雷が鳴り始めた5、を全のため早めに差し 
込みプラグ 、 AC アダプターをコンセント 
から抜いてください。 

义巧•感電-故障の原因になります。 



■医療用電気機器の近くでは使用しないでく 
ださい。 

本機からの電波び医療用電気機器に影響を及ぼす 
ことびあり、誤動作による事®の原因になります。 
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を全に正し < おほいいただ < ために 


A 注意 


■水平でない場所や振動の激しい場所には置 
かないで < ださい。 

落下により破損-けがの原因になることがあります。 



Q 


■風通しの悪いところや、じゅラたんなどの 
上に置かないで<ださい。 

通気孔をふさぎ本体の放熱が悪くなり、じゅラた 
んなどの変色、乂災の原因になることがあります。 





■湿気や湯気-油煙-ほこりのをい場所では 
使用しないでください。 

义巧•感電-故障の原因になることびあります。 



0 


■この製品を移動するときは、アンテナをた 
たんで、差し込みプラグ-電話機コード- 
AC アダプターを抜いてください。 

事故の原因になることびあります。 



〇 


■乂気や熱器具におづけないでください。 

変形や故障、火災の原因になることがあります。 





■充電器や AC アダプターを巧や巧団でおお 
つたり、つつんだりしないで<ださい。 

熱びこちり、义巧の原因になることびあります。 



0 


■暑い場所や直射日光のあたるところ、を暖 
房機の近くには置かないでください。 

3巳ごしソ上、已で L ツ下では、誤動作-変形-故障の 
原因になります。 



0 


■万一漏電した場合の感電事故防止のため、 
アース線を取り付けてください。 

〇アース線を取り付けられるところ 
電源コンセントのアース端テ 
銅片などを日已 cmiu 上、地中に埋めたをの 
設置工事 （ D 種）が行われている接地端テ 
〇アース線を取り付けてはいけないところ 
ガス管 

電話専用アース 
避雷針 
水道管や蛇口 


9 

.ろ 
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まをに正し < おほいいただ < ために 


A 注意 


■子機を壁にかけて使用ずるときは、充電 
器を確実に取り付けてください。 

落下により、けびの原因になることびあります。 



〇 


■カバーを閉めるときに、指などをはさま 
ないよラにま意してください。 

けびの原因になることびあ0まず。 



■充電池は、幼児の手の届かない所に保管 
して < ださい。 



■手で直接記録へッドに触れないでください。 

発熱している場合びあり、やけどやけびの原因に 
なることびあります。 



■点検•清掃（お手入れ）は、必ず差し込 
みプラグ 、 AC アダプターをコンセントか 
5巧いて（記録ヘッドなど熱くなるちの 
はをえてか 5) 巧ってください。 

感電やけび（やけど）の原因になることびあります。 



■ハンドコピーは落としたり、ぶつけたり 
しないで < ださい。 

落下によりガラスび割れてけびの原因になること 
びあります。 
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特長 



見てか 5 プリント機能 
^ (陪 3- 13、 4-1 己〜 4- 19ぺージ ） I 

メモリー受信したファクスの内容を画面に表 
示ずることがでをまず。また、 A ンドコピー 
に記録したデータを表示ずることもできます。 

※最初は「見てからプリント」ではなく、 
「メモリー受信」になっています。 

「 FAX 受信ち法」の設定を「見てからプリ 
ント」にするとお使いになれます。（防 4- 
22ページ） 

h 大をな5型カラー液晶画面_ 

大きな画面に文をも大きく表示しまず。カラ 
一液晶なので見やずくなりました。 

※カラーでファクスを送受信したり、コピー 
やプ U ントをすることはでさません。 


9/1旧）み 
4:38町 —, .C 

山 3 ft ■三: 

な U 好 
な 2 * 0 

受信びあります。[受信 FA 


光ってお巧6せ機能 
(防 1-1 6〜 1-1 7ぺージ） 

ファクスやメールを受けるとき、はじめに巧 
ずボタンを光ってお知 S せしまず。 

また、電話がかかってをたときや、ファクス 
が送 S れてをたとをち、左ちライトやソフト 
ボタンび巧ります。 


質 I 傑お遣巧国 IFAX 居广登録 


コードレス八ンドコピー 
(防 3-7 〜 3- 16ぺージ) 


ノートなどのとじ込み原稿も切り取5ずにコ 
ピーできまず。コードレスなので親機か5離 
れた場所でも使うことびできまず。 



カレンダー機能（陪 6-29 〜日-30ページ） 

カレンダーに1曰2件までの予定を登録してお 
くことびできまず。（最大100件） 

予定を登録した曰の前日と当日、液晶ディスプ 
レイに表示してお知 S せします。 


巧リ-受信 


日/ 1 (日） 
2 '45 pm 

故1件 
な0件 
な0 件 

[機能選お 

さ曰のそ定 づ 

.おお当 瓦 

窗ゴミの曰 

巧 a のそを - 

□病院 

巧一めレンダー機旨 

I 画質1お能涅巧强 IFAX — 护登録 


か S くり時計機能 
【陪 6-27 〜 6-28 ぺージ） 

巧まった時刻（毎時0分）になると、液晶デ 
イス プレイび点なし、 アニメー シヨンを表示 
したり、 メ □デイーを流ずことびでをまず。 

※工場出荷時は7時から21時まで、からくり 
時計機能び動作する設定になっています。 
(7時から21時の毎時0分に「華麗なる大 
円舞曲」のメ□デイーび流れ、アニメーシ 
ヨンび表示されます。）動作させるかどラ 
かの設定は1時間単位で変更でをまず。 


i 累前に 

























特長 




この製品には、当社び液晶画面で見やすく、読みやすくなるよラ設計した LC フォントを搭載して gW ® 
います。ただし、絵記号など、一部 LC フォントでないをのちあります。 

※本製品には、当社び独自に開発したアニメーション技術 「 E - アニメータ」を搭載しています。 

本ソフトウエアの一部に 、 Independent JPEG Group び開発したモジュールび含まれていまず。 

1-3 


1 


操作ガイドボタン 
【陪1 -20-1-21 ぺージ） 

このボタンを巧すと、ファクス送受信や L モ 
-ド、エラーび起こったときの操作ち法など 
を表示しまず。 

液晶画面に表おされるガイドに従って、実際 
にファクスを送ることちでをまず。 

液晶操作が仆‘ 

f 知りたい項目を CD で選んでしろぶで） 

レ..ミ夫茵を巧してね！ 广 

iimnHH 

2ファクスを受けるとを 
3「受信 FA ) (びあります J 
4障斤しいメ-ルび届きました J 


I 次ページ I 



着メロ作曲機能 
(阿 6-6 〜 6-1 1ぺージ） 

モ機の巧出音は、自分で作ることちできまず。 

子機巧通話 （ UX - W 71 KW のみ） 
—(阿 2-30 ぺージ） 

UX - W 71 KW は、モ機とモ機で内線通話がで 
をまず。 

《 UX - W 71 CL ではモ機を増設してを子機間 
通話はできません。 



L モードが応 

龍 

優/ 

(防 7-2 〜 7-54 ぺージ） 



簡単な操作で、暮 S しに役立つ情報を検索し 
て見ることびできまず。 

また、パソコンや携帯電話などとメールのや 
りとりちでをまず。 

N 口との力队契約と、月額冨本料が必要でず。 
(有料） 


ナンパ- • ディスプレイ/キャッチホン • 
ディスプレイ/ネ-ム • ディスプレイ巧応 
(陪日-2〜日 -24 ぺ-ジ） 


電話に出る前やキャッチホンでかかってをた 
相手のちの番号を巧認でをます。また、親機 
はネーム•ディスプレイ巧応でずので、番号 
と同時に巧手の名前ち確認できまず。 

NTT との契約が必要でず。（有料） 


モ機 




いろいろなサービスを利用でをます 



ご罵の前に 































储を 

を巧し 
,、 |: Vi ま 
でを話 
(ま1香 
こはま2 
をおぶ 

引こフアクスを巧るとさは、手順① 
FAX スタートボタンを巧してをる 
:!をまず。 



電話帳や再タイヤルでファクスををる 



I 原苗巧乂□カバーを 
閱けて原巧ガイドを 
さわは 

原稿を クラ 向 
をにセットする 



I 更註巧でフアクスを巧るとを I 


2① を巧して 
か5、人また 
は； ▼; で巧ホの 
巧在巧ぶ 




I [し‘細巧 。.I 


•デイスフレイで化をの方を西かめます。 


Lp ダイヤルでフアクスをちるとさ I 

ク 再ヴイサル 

™ 占心を巧ず 綱倍 



巧=お巧 S せ 

• ファクスを信中にデイスフレイに表ちされるま号 
は巧手の方のファクシ呈 IJ に登録さ〇ているま号 
(発信元番号）でずので，実孩にダイヤルした香 
号と吴なる場合びあ D まず。（お星にのじて巧手 
の方に垣該してください。） 


ゾ 4-5 


鲁デイスフレイで巧手の方のる前（ま号）を 
涅設します。 

3 を巧ず 

•目国的にち信を始めまず。 


■ 泣中でやめるとをは 

@を巧します。 

■ raffli エラーかお 0 ました。 J と田こ文た S 
(防 =9-22 ぺージ） 

■ 5田活を田つでフアクス％ S るとをは 

①受註おを®る 

③「ツー」とい5音を狂かめたあと.呈話炬で 
をるときは， ） を巧して，，または 
.乎,で巧手のちを星巧 
(第1き号になるときは.このあと@を 
巧してをることをでさます。） 

再ダイヤルするとさは， ：(を押し、手 

順④へ進む 

③ 重話おでをるときは.を押してか 6. 
■■ X )または I: 和で電話ま号（第1香号または第 
2査号）を星び. 0^を押ず 

④ 巧手のちが运信揉巧したとさの「ビー J とい 

ラ音び巧こえたら（または，巧手の方とつな 
びつた 6) を巧す 

⑤ 受話器を戻ず 

■ 历 n の再ダイヤルの Bts % ミ 肖立するとをは 
似 2-26 ベージ） 


樂ち信する面を下にしてセツトします。 

(-度に5巧まで） 

♦画百を星ぶとさは、画宙ボタンを巧しまず。 
(回ぺージ）画宙ボタンを押さなかつ 
たとさは.自国的に r さ通字」でち居します。 


ヴイトル 


ページの操作や項目を表しています。 


能説明 


3 


機能の内容をイラストなどで説明して 
います。 


(3 柔作手順 


基本的な操作を説明していまず。 


インデックス 


操作したい項目を簡単に検索でさます。 


補足説明 


操作に関する補足事項を説明しています。 


追加説明 


操作の途中や、こまったとさのアドバ 
イスなど追加操作について説明してい 
ます。 


すお知5せ 


制約事項や便利で役立つ内容を説明し 
ています。 


操作手順でのボタンやマークの意味 

取扱説明書内では次のよラに表記しています。 

はソフトボタン （B を 1-14 ぺージ）です。ソフトボタンは操作によってボタン名び切り替わり 


画質 

〇 


まず。操作ずるとさは〇の部分を巧してください。 

I - {►. - { A '. - ■：▼) はマルチフアンクシヨンキーの4ち向（を■も■上■下）を押す操作を示して 
います。なりは親機の L / ま定ボタン、惟能)はテ機の機能ボタンを巧す操作を示しています。 


例：親機の場合 



例：子機の場合 




^取扱説明書の見かた 



里話拒にファクスま号を置宜してちくと、 SiSg ボタ 
ンを巧したちと、マルチファンクシヨンキーの上下で 
巧手の方を g んでファクスををることびでをます。 
巧なとモ巧の電再拓にはそれそれ100人せの吾号を 
宜録できまず。（陪=2-12~2-14、 2-19 ぺージ） 
巧手の方びち狂し中など、ちう一な S 話をかけ直して 
ファクスををるとさは、再ダイヤルボタンを巧ごて商ち 
にファクスををることびでさます。 


クスを送る 


ご屬の暫 


取扱説明書の見かた 


1-4 










































































































取扱説明書 . 

かんたん操作ガイド . 

かんたん取り付けガイド . 

L モー ド サービスの ご案内-お申込 A ガキ等’ 
読み取り調整シート . 


通信テストシート . 1枚 

保証書 . 1部 


シヤープスぺースタウン for しモードご案巧- • 1部 


付属品の確認 


このたびは、 r インターネット液晶ファクシミリ」をお 
買いあげいただを、まことにありびとうございました。 
まず、巧のらのびずベてそろっているか、お認してく 
ださい。ちし足りない場合やちが5ものび入っている 
ときは、お買いあげの販売店にご連経<ださい。 


巧"お知 S せ 

♦この製品は、厳重な品質管理と検査を経て出荷しておりますび、万一不具合びありましたら、お買いあげの版 
売店またはをよりのシャープお客様ご相談窓□までご連絡くださし、。 （ BS ' S - S 已〜 9-3 已ぺージ） 

• お客様または第兰ちびこの製品の使用を誤り、使用中に生じた故障、その他の不具合またはこの製品の使用に 
よって受けられた損害については、法令上賠償責任び認められる場合を除を、当社は一切その責任を負いませ 
んので、あらかじめご了承<ださい。 

• この製品は使用誤りや静電気-電気的ノイズの影響を受けたとを、また故障-修理のとさは記憶内容び変 
化-消失する場合びありまず。 

♦充電器（テ機用）の壁掛け用ネジは付属していません。壁に掛けてお使いのとさは、市販のネジをお買 
いホめください。 （ B を 1-27 ぺージ） 



親機 1台 



受話器1個 
(受話器コード含む） 



テ機 UX - 邮 71 CL :1 台 
UX - W 71 KW : 2台 



充電器(テ機巧） 
UX - W 71 CL : 1個 
UX - W 71 KW : 2個 



巧電池ふた(モ機巧） 
UX - W 71 CL : 1個 
UX - W 71 KW : 2個 



充電池(テ機用） 

AC アダプター (テ機用） 

UX - W 71 CL : 1個 

UX - W 71 CL : 1個 

UX - W 71 KW : 2個 

UX - W 71 KW : 2個 



(白ち） 


記録紙カバー1個 

0 

言己録紙カセット1個 

ジ 


電話機コード（約 2 m ) 1本 



巧電池 ( A ンドコピー用）1個 



お試し用力ートリッジ付インクリボン1個 

♦お試し用カート I 」ッジ付インク U ボンはあらかじめ親機にセットされています。 
♦あらかじめセットされているインクリボンは、お試し用ですので、別売品に比べ 
て長さび短くなっています。お早めに別売品のインク I 」ボンを準備されるよラお 
すすめします。 

♦インク U ボンびなくなったら、カート I 」ツジごと廃棄し、別売のカート1」ツジ付 
インク U ボンに交換してください。 





冊部部式枚 


ご罵の前に 


付属品の確認 
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この製品のご使用にあたって、 NTT のレンタル電話機び不要となる場合は、 NTT へご連絡くだ 
さい。ご連絡いただいた曰ををって、 r 機器使用料 J は、不要と なります。 

詳しくは、 局番なしの 116 番（お料） へお問い合わせください。 


この聲品をほ用できるのは、曰本国巧のみでず。規格などび男なるため巧かでは使用できません。 

This facsimile is designed for use in Japan only and cannot be used in any other 
country. 


モ機について 



■ 規機とモ機の巧に障害ののちる場所でほわない 

マンションなど铁筋コンクリートの建物内や構造 
に金属び使われている住宅や大型の金属製家具の 
近くなどは、電波の届く距離び短くなることびあ 
りまず。 

サア ク鉄 

ミ/レ金 y 驾 

シ S 属 トン / 


■ ほ用節囲をおかめる 

モ機と親機間の電波の届<距離は、周囲の環境に 
よっても異なりますび、半径約 100 m です。（直 
線見通し距離） 

内線通話（防 2-28 〜 2-2 日ぺージ）しなびら子機 
を持つて移動し、通話びでさる範囲をおおかめくだ 
さい。 





■ 雑音の入ることがちります 

自動車やオートバイび近くを通ったとをや、堂光 
灯のスイッチを「入」「切」したときなど、雑音 
び入ることびあります。 


■ モ巧はいつち巧電おに戻してお< 

子機は使わないときを、充電器に戻しておいてく 
ださい。充電のしすぎによって、故障ずることは 
ありません。正常に充電されるよラモ機を充電器 




"傍受"にご注意<ださい 

この商品は盗聴防止スクランブル機能を搭載して 
し''ません。 

コードレス子機を使っての通話は、電波を利用し 
ていますので第兰ちび故意または偶然に受信する 
ことち考えられます。 

機密を要する重要な通話には、親機のご利用をお 
すすめします。 

傍受（ぼうじゅ）とは、無線連絡の内容を第 H ちび 
后 IJ の受信機で故意または偶然に受信ずることでず。 




ご使用の前に知つていただをたいこと 


ご使用にあたってのお願い 


ご使累前に 


ご使用の前に知つていただきたいこと 
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ごほ用の前に巧つていただをたいこと 


■ 規巧のアンテナは立てて伸ばす 

電波の届く距離び短かつたり、雑音び入ることび 
ありますので、親機のアンテナは必ず立てて伸ば 





■ 畳話□やスピーカーの巧をふさびない 

受話口やスピーカーの巧をふさぐと音び聞こえに 
くくなります。 



■ モ煤の呼出音は、遅れて鳴日まず 

電話びかかつてくると、はじめに親機の呼出音び 
鳴って、そのあと、少し遅れて子機の呼出音を鳴 
ります。 


■ を話 □ {マイク）をふさげない 

こちらの声び相手のちに聞こえにくくなります。 



送話 □ 


7イク 


アンテナにコードをまま付けない 

親機の電源コードや電話機コード、充電器の AC アダ 
プタケーブルをアンテナに巻さ付けないでください。 
着信時にモ機の呼出音び鳴らな< なったり、通話 
時に雑音び入ったりすることびあります。また、 
アンテナび破損ずる原因となります。 


■ 取り巧いについて 

ご近所でコードレス電話機び使われているとを 
は、正しく動作しないことびあります。 

こんなとをは、一時的に親機をお使いください。 

■ モおや充電器を設置ずるとをは 

親機や他の増設テ機、 PHS / 携帯電話の充電器、 
その他の電気製品などと一緒に置かないで<ださ 
し、。（でさるだけ離してください。） 

テ機の呼出音び鳴らなくなることびありまず。 


-巧商のリチウム電池について- 

•本体の時計は U チウム電池で動いていまず。 

• U チウム電池の寿命は、連続的に電源コードを抜いた状態で、約日年間でず。 

• リチウム電池の交換は、お買いあげの販売店やシャープサービス窓口へご依頼ください。（有料） 




這累暫 


ご使用の前に巧つていたださたいこと 
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ごほ用の前に巧つていただをたいこと 



この装置について 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス引青報技術装置です。この装 
置は、家庭環境で使用ずることを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用さ 
れると、受信障害を引き起こすことびあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


コピーの禁止について 


本商品で原稿をコピーする場合、コピーしたものを所有ずるだけで法律で罰せ5れるものびあります。また、 
八ンドコピーを使って原稿を読み取る場合、複製したものを所有ずるだけで法律で罰せられるちのびあります。 
ごミ主意ください。 

■法律で禁止されているちの 

♦紙幣、貨幣、政府発行の有価証券、国債証券、地ち債証券をコピー（複製）する事は禁止されています。 
たとえ、見本の印び押してあってを、複製してはいけません。 

(通貨及証券模造取締法、紙醉類似証券取締法） 

♦外国において流通する紙幣、貨幣、証券類のコピー（複製）をできません。 

(外国二於テ流通スル貨幣紙幣銀行券証券偽造変造及模造二関スル法律） 

♦未使用の郵便切手、官製はびきなどは政府の許可を受けないでコピー（複製）することは禁じられています。 
译 P 便切手類模造等取締法） 

♦政府発行の印紙および;酉税法や物品税法などで規定されている証紙などちコピー（複製）でさません。 
(印紙等模造取締法） 

■コピー{複留）ずる場合にま意を要するちの 

♦民間発行の有価証券（株券、手お、ル切手など）、定期券、回数券などは、事業会社び業務用に最ほお 
要部数をコピー(複製）する L ソ外は、政府の指導によってを意び呼びかけられています。 

♦政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発行の免許証、身分証明書や通行券、を券などの切符類を 
勝手にコピーしないほ5びよいと考えられています。 

■吾作権にま意するちの 

♦著作権の目的となっている書籍、音楽、給画、版画、地図、図面、映画、および写真などの著作物は、 
個人的にまたは家庭内、その他これに準ずる限られた範囲内で使用するため L ソ外は、コピー（複製）を 
禁止されています。 




ご雷の暫 


ご使用の前に知つていただきたいこと 


1-8 






ごほ用の前に知っていただをたいこと 


■ ブランチ式{並列）に接続しない 

♦下図のように、一つの電話回線を2つしソ上に分けて並列に接続しないでください。共鳴したり、正常に機能び動 
作しなくなったりすることびあります。また、化のコードレス電話機と並列に接続すると、電波び干渉し合って 
モ機の呼出音び鳴らないことびあります。同様にバソコン等を並列に接続しないでください。パソコンを並列に 
接続すると、パソコンでメールやインターネットをお使いのとを電送ま度び遅くなることびあります。 




■ 憤巧空巧傑 （ PBX ) やビジネスホン、ホームテレホンへの接続について 

参構内交換機 ( PBX ) やビジネスホン、ホームテレホンなどへ接続する場合は工事び必要です。 

参構内交換機 ( PBX ) やビジネスホン、ホームテレホンに接続した場合、機種によっては L モード、ナン 
バー-ディスプレイをご利用になれない場合びあります。ご利用になれない場合は、サービス利用設 
定のナンパ'-■ディスプレイを「使用しない」に設定してお使いください。（防 =8-3 ページ） 

参構内交換機 ( PBX ) やビジネスホン、ホームテレホンに接続した場合、本商品！;(がの電話機で受けたあ 
とファクスに切り替えることびでさないことびあります。 


構内交換機 ( PBX ) の場合 


NTT へ 



ホームテ レホンとは 

電話回線1本で複数の電話機を設置でをて、内線 
通話などをできる家庭用の簡易交換機です。 


• ビジネスホンとは 

電話回線を2本け上持っていて、その回線ををく 
の電話機で巧有できる、内線通話なども可能な圏 
易交換機です。 


PBX 




接続について 


ご罵の前に 


ご使用の前に巧つていたださたいこと 
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各部の名前とはた s を 



記録紙をセツトしない 
とさは、巧りたたん 
で、親機をコンバクト 
に設置でさます。 


通気孔 


差し込みプラグ 
電源コード 


アース 端モ 



を送ったりするとをに使い 

cK ^ 0 


スピーカー 


録音の再生や スピーカー ホ 
ンで通話しているときは、 
ここから聞こえます。 

受話器接続端子 

受話器コードを接続します。 


^回線接続端モ 


電話機コードを差し込みまず。 


停電時端モ 


停電になったとさ、お手持 
ちの電話機を接続すると電 
話をかけたり、受けたりす 
ることがでさます日- 
2吕ぺージ）。 





記録紙カセット 
(巧りたたみ式） 


ご屬の暫 


各む口の名前とはたらさ 
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る部の名前とはた 6 を 



読み取りガラス 


メモ U - ランプ 


動作中ランプ 


ミ肖ちボタン 

八ンドコ ピーで 読み 
取った データを 消去 
するときに使います。 

読取画質スイッチ> 

八ンド コピーで 読み 
取るとさの画質を選 
びまず。（文字/写 
真） 



(|売み取り/停止ボタン : 

八ンド コピーで 読み取りを 
始めるとをや、読み取りを 
止めるとさに押しまず。 


パンドコピー用充電池ふた 


コードレス八ンドコピー 




各部の名前とはたらさ 



ご屬の前に 


■11 






























る部の名前とはた 6 を 


SHARP 


UX - W 7 1 KW のみ 
このマークび 
ありまず 


お M 

ぶ 

ruX - W 71 K 机]-* 


i 结4記〇 〇 〇 〇 


再ブイ村レ回 


(ソフトボタン（防1-14、1 -16-1-1 7ぺージ ）） 

に)ち） L / 決定ボタン（防7-2~7-已4ぺージ） 

「 L モード」へ接続するとさに使います。ま 
た、選択や入力した内容のま定に使いまず。 


モ機のランプは 
このボタンは、 S . I どんなとさに 
. どんなことびでさ U 点打するのかな？1 
るんだろ5?/ 




FAX な-卜 

參 



りぶ） { 2 £) 盖） 

知り isi ) (6 J ^ o ) 

知） （8 ぶ）如) 


©|剑© 


巧掠/保留 

キャッチ/消去 

スビ-力-ホン 

〇 

り 

04 


IL 回綜断 I 



操作ガイドボタン （防 1-20~1-21ページ） 

このボタンを押すとファクスの送受 
信など基本的な操作ち法やエラー解 
除のち法などを表示します。 


I マルチフアンクシヨンキー 


登録や設定項目を選ぶとをや、電話帳で巧手のちを選ぶと 
きに使いまず。ディスプレイに表ホした画像をスク□-ル 
させるとさにを使います。 

また、押す方向によって次の機能を兼用しています。 


r : みま、だ，植 量） 

(腐 n -31 ぺージ） 

受話音量を変えるとさに使 
います。 

は、 《 ss «/ 寺1信量） 

(臨 1-31 ぺージ） 

呼出音量、スピーカー音量 
を変えるとさに使いまず。 


>づ，'は、己!再ダイヤル/ 
ポーズ（防 2- 14、2-26、 

4-已ぺージ） 

同じ巧手のちにちラー度ダイ 
ヤルするとをに使います。 

また、電話番号の登録で、待 
ち時間を入れるとさに使います。 

中電話帳 

(防 2-1 7、が、がページ） 

電話帳で相手の方に電話をか 
けるとさに使います。 




操作パネル 


カラー液晶ディスプレイ 
(臨 1-1 4ぺージ） 


このつ ァクシ 51 」の形名です。 

( UX - W 71 CL または UX - W 71 KW ) 


ご屬の暫 


各部の名前とはたらさ 
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る部の名前とはた 6 を 


(^) 再生ボタン（防已ぶぺージ ） ) 

録音内容を再をするときに使い 
ます。 

留守ボタン（表示ランプ兼用）^ 
(防已-2、 S - 已ぺージ) _ J 

が出時、留守番電話にずるとき 
に使います。 


停止 


停止ボタン 


操作や送信を途中で止めるとき 
に使いまず。 

「 L モード」をご利用時には 、 「L 
モード」を終了して回線を切断 
ずるとさに使いまず。 


']ピ^刷コピ ー/ 印刷ボタン \ 

心⑩_ (防3-已、 4-20 ぺ-ジ)_ J 

原稿をコピーするとさに使います。 
また、見てからプリント機能で 
表示させた画面をプ U ントする 
ときにも使います。 

心 X ；(トト 




FAX スター トボタン 


ファクスを送るときや受けると 
きに使います。 


H ダイヤルボタン 


電話をかけるとさや、文字入力、 
登録操作を行ラとさに使いまず。 


© 


I ◄◄戻し/卜ーンボタン 
(1®=已-臣、色-2已ページ') 


再生中に録音内容を聞を直した 
り、1つ前の録音内容を聞いた 
りするとさに使います。 

また、ダイヤル回線でプッシュ 
ホンサービスを利用するとをに 
使います。 


(# j ) 送りボタン （ 防 5 - 6 ペース 

再生中に次の録音内容を聞くと 
をに使いまず。 


巧線/巧留ボタン 

心〇 一 ( BS ' S - l 1、2-吕8ぺージ）一 

子機と内線でお話しずるときや、 
相手の方を保留メ□ディーでお 
待たせずるとさに使います。 

キヤツチ/消ち 「L 回線刚 ボタン ) 
.Em (にを已-8、色-2色、 7-32 ページ‘） 


' スピ-力-ホン スピーカーホンボタン 

〇か_ (防2-6、吕-8、 4-3 ぺージ） 

受話器を使わずにお話しずると 
さやファクスを送るとさに使い 
9 〇 


さ種消去メニューで各項目の内 
容を消したりするとさに使います。 
また、キャッチホンサービスを 
利用するとをを使います。 

「 L モード」をご利用時には、 
画面表示をそのままにして回線 
を切断ずるとさに使います。 




這累暫 


各部の名前とはたらさ 
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る部の名前とはた 6 を 


日付•時間表示エリア ) 

日付' 時刻を表おします。 


メモリ-受信 普通宇 濃く 呼 出音四 

9/ I (日） 
4: 38 pm 

.•こ,， 菜 

山^ 3件 
な飞件 

2件 

受信 FA ) (がおりまず。 

'音信 

'画質'機能選択昏信 FAX - 覧 '登録 


表示田/ 

お巧5せ確認 


0 0 0 0 


—しキャラクター表示エ U ア） 

工場出荷時は「内蔵アニメ 
-シヨン」を表示していま 
ず。「占、日くり時計」、「力 
レンダー」に変更すること 
がでさます。 

「L モード」を利巧してダ 
ウン□ー ドしたデータを 
画面><モに保存して表示 
することちでさます。 

(臨目-2、 7-46 〜 7-47 
ぺージ） 

~エラー/メッセージ表示エリア J 

「通信エラー」「原稿び 
つまっています」などの 
エラー表示や「受信 FAX 
びあります。…」などの 
メッセージを表おします。 


ソフトボタン表示エ U ア/ソフトボタン（ランプ兼用）) 

操作に必要なボタンの名称びディスプレイに表示されますので、表 
おの下の〇を押します。（表示部分を押しても動作しません。） 
ディスプレイび消打しているときは、これらのボタンを押すとディ 
スプレイび点巧し、待機画面になります。 

ディスプレイび消巧して、 ぉ顧臟 〇び点滅しているときは お巧6じ垣設 〇 
ボタンを押してエラー/メツセージを確認してください。 


巧^お知 S せ 

• エラー/メッセージ表示エ U アに表示されるメッ 
セージび長いとさは、文字び自動的に流れて全で 
表示されます。そのとさ、文字びにじんで見える 
ことびありますび、故障ではありません。 


メモ U - 表示エリア ） 

Qi (留守録音件数表示） 

留守録やメモ録音している 
件数を表示します。 

^ (受信メール件数表示） 
「L モード」 の サービス 利用 
時にな存されている受信 メー 
ルの件数を表示します。 

咬 (メモリー受信件数表示） 
ファクスをメモ U - 受信し 
ている件数を表示します。 


設定状態表示エリア ） 

則-受信 

ファクスをいったんメモ U - で受け、受信び終了してからプ U ントする設定のとをに表示します。 
また、すぐに記録紙にプ1」ントするよラに設をすると、「記録紙受信」と表示します。メモ U - で受 
け、画面で見てからプリントする設定のときは、「 g てか巧い卜」と表示します。 

普通字 濃く 

設定している画質を表おします。 

呼出音四 

呼出音を鳴らさない設定にしているとさに表おします。 





待機画面（通話や操作などをしていないとき）では下記のよラに表示します。 

ディスプレイは、待機画面になってか日約10分間、点なしていますが、その後消归します。 
節電のため、ディスプレイが消なずるまでの時間を短くずることができます。（陪 1-1 己ぺ一 
ジ） 


各部の名前とはたらさ 


ご麾の前に 
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る部の名前とはた 6 を 


液晶ディスプレイは見えやすいち 
度に調節することびでをます。 



《液晶ディスプレイの角度を調節 
ずるときは、ゆっくりと調節で 
さる範囲で動かしてください。 
速く動かしたり、調節でをる範 
囲じ(上に起こそラとしたりずる 
と、故障の原因になります。 



液晶ディスプレイのコントラス 
卜を調整ずることができまず。 

① ' 3を巧したあと、 

な封@と巧す 

② または►'，'で調整する 


液晶コントラスト調整 
淡い ■■■ 濃い 


巧> で調藍，夫定]で;夫定 


液晶デイスプレイが消'なずるまでの時間を変 
更ずることができまず。 


① 


を巧したあと、 

處)运)と巧す 


③ ’:▲) または|>)で 

「通常モード」または「省エネモード」 
を愚3\ 

バックライト;肖な時間設定" 

1通甫モ ー K 
2省ェネモード 


巧> で選択，ん.''ま眉で;夫:を 


•通常モード…待機画面になってから約 
1〇分後に消灯します。 
•省エネモード'''待機画面になってから 
約4分16秒後に消灯 
します。 

③ 巧ち> を押す 

④ @を押す 


③ ( g ) を押ず 

④ §娜す 




這累暫 


各部の名前とはたらさ 
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る部の名前とはた 6 を 


を 0.0 句^^ 


左ライト 


ちライト 


ソフトボタン） し L / ミカ定ボタン 


■次のように光ってお知らせします。 

•ナンバ ー. ディスプレイをお使いのときは、 8-4 ぺージをご覧ください。 
♦キャッチホン.ディスプレイをお使いのときは、 8-9 ぺージをご覧ください。 
•ディスプレイび消えているとをは、日-17ページをご覧くださし、。 


受信データ（ファクス）びある 


ディスプレイ消灯時に受信データ 
(ファクス）またはメールびある 


緑色に点滅 
します 


緑色に点滅 
します 


■光る部分と色 




巧ってお知らせ機能 


r 光ってお知5せ機能」とは、電話びかかってきたときやメールが届いたときなどに、親機の左 
ちライトやソフトボタンが光ってお知5せずる機能でず。 


ライト（ボタン）名 

点滅する色 

左ライト 

緑またはホ 

ちライト 

ソフトボタン 

緑 

L / 決定ボタン 

桓（オレンジ） 


こんなとさに光ってお知らせします 


ぶつイト 


6フイト 


ソフトホタン 


L / 決定ボタン 


電話がかかってをたとさ 



I 

I 

ヴ 

I 

I 

4 

— W が縣 

致 




0 


緑色に点減 
します 


緑色に点滅 
します 


緑色に点滅 
しまず 


ご屬の暫 


各む口の名前とはたらさ 



8 0 0 0 0 



© © © © 〇 
© © © © 〇 
ののの®。 
8 0 0 0 0 
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る部の名前とはた 6 を 


赤色に点滅 
します 


赤色に点滅 
します 


緑色に点滅 
します 
《2 


緑色に点滅 
します 
《2 


緑色に点滅 
します 


桓（オレンジ）色に 
点なします 


緑色に点滅 
します 


緑色に点滅 
します 


緑色に点滅 
します 


程（オレンジ）色に 
点滅します 


エラーか発生したとさ 

M な 


0 0 0 0 , 


L モードに接続中 


th - 

I 

A 

ヴ 

I 

r I 

4 

' が W 部蘇 - 


ファクス送受信中 


が嘶かみ 


メールび 届いたとさ 


0 0 0 0 




から< り時計（定時動作中） 


/- ... 

I 

I 

ヴ 

I 

I 

4 


致 


〇 


緑色に点滅 
しまず 


緑色に点滅 
しまず 


緑色に点滅 
します 


「お知らせライト設定」 （ B ぞ下記）を「なし」に設定していてを光りまず。 
《2 L モー ドに接続した最初の約 20 〜 3 □秒のみ光ります。 


巧ってお巧百せ機能を利用しないとをは 

を押ず 


① 


登録 

〇 


② ,: A ' l または,: V ' l で「詳細設定」を選び、 潛 を巧す 

③ |、1または‘: y ) で「おがらせライト設定」を還び、^を押す 

④ ，ぶ1または,' V )で「なし」を選び、0^を押す 

を押す 
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こんなときに光ってお知らせします左ライト ちライト ソフトボタン L / ま定ボタン 


I 声。が。0 


畜が。0 


香が。。 


各部の名前とはたらさ 


8 0 0 0 0 















































































































る部のち前とはた 6 を 


登録操作や、ファクス 
を送受信するとさに使 
います。 


ホットラインダイヤルを使って電話 
をかけるとさに使います。 


外へ電話をかけるときや受けるとさ 
に使います。 


f 户 

D 


の、^ 

r 

：1 

盛 K を; 

m 

W 

の喊唆'] 
@疫)唆)'、 
@風師 

、兵''1 (5 贫偉 

化一 n-«i ン (B •/ 

1 獲ら 

H rai/。 リ, 



文字を入力するとさ、カナ入カモー 
ドや英字入カモードに切り替えると 
さに使いまず。 

また、キャッチホンを利用するとを 
に使います。 

?切ボタン（表示ランプ兼用） 

通話をやめるとき、また、登録操作 
を途中でまちびえたとさや、やめる 
とさに使います。 


ダイヤルボタン 


文字を入力するとさに使いまず。 

また、次の機能を兼用しています。 

{5 句 煩し）ボタン（防5- 7 ぺージ） 

再生中に録音内容を聞き直したり、 

1つ前の録音を聞いたりするときに 
使います。 

りぶ。)惟り）ボタン（防5- 7 ページ） 

再生中になの録音内容を聞くときに 
使います。 

(9«)(早聞き）ボタン（际 5-7 ぺ-ジ） 

録音内容を早く聞くとさに使いまず。 
(1 .已倍速） 

{ (卜ーン）ボタン 
(防 6-2 已ぺージ） 

ダイヤル回線で、プッシュホンサー 
ビスを利用するとさに使います。 


モ機を置いたまま、相手の方とお話 
しするときに使います。 
(スピーカーホン通話） 


宿量）ボタン 
心(防 1-32 ぺージ ）_ 

呼出音量やスピーカー 
音量を変えるときに使 
います。 


通話中に、巧手の方をお待たせす 
るときや、親機と内線通話をする 
ときに使います。 

また、入力した文字を消すとさに 
を使います。 


〔マルチフアンクシヨンキー , 

電話帳で巧手のちを選ぶとをや、登 
録操作をするとさに使います。 

また、押す方向によって、次の機能 
を兼用していまず。 

♦ は、 を; 植量） 

(防 1-32 ぺージ） 

お話し中に、受話音量を変えると 
をに使います。 

♦ は、己!再ダイヤル（ポーズ） 
(防 2-1 9、2-27、4-7、 8-1 1、 

8-13、8-15、 8-1 7ぺージ） 

同じ相手のちにちラー度、電話をかけ 
直すとさに使います。（再ダイヤル） 
ナンバー.ディスプレイをご利用 
時は、着した巧手の方のま号や 
名前を表示でをます。 

また、電話番号の登録や発信の途 
中で、待ち時間を入れるとさに使 
います。（ポーズ） 

♦ |>)は、中電話帳 

(防 2- 19ぺージ） 

電話帳に登録ずるときなどに使います。 




機能（ファクス）ボタン1 
(豚ん7、4~8、目-12ぺージ） ノ 


ホットラインダイヤル 
(0^2-2 已ぺージ） 


く通話ボタン（表示ランプ兼用) 
、（臨2-3、2-已ぺージ） 


がスピーカーホンボタン 
、（腐^2-7、 2-9 ぺージ） 


カナ/キヤツチボタン 
、（岐 1-43 〜1-46、 6-26 ぺージ) 


保留/內線/クリアボタン 
(廊1-44、1-46、2-11、 2-29 ページ) 


子機 


各部の名前とはたらさ 
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ご雷の暫 































































る部の名前とはた 6 を 




液晶ディスプレイ（モ機） 


アラームを 設定していると 
さ1し表71^します。 ' 

スピーカーホン通話中に_ 
表术しま9~。 


通話ボタンを押すと表示し- 
ます。 

呼出音を「切」に設定して 
いるときに表示します。 


ぶが巧カナ英要巧電 

曲出音圆 II 優先巧出1着信記録 


優先呼出を設定しているとを 
1し表术します。 


.カナ入カモ ー K に設定して 
いるとをに表示します。 

.英字入カモー K に設定して 
いるとをに表示します。 


-充電池の残量び不足してし、 
るときに表示します。 

着信記録の確認中に表示し 
' ます。 


※上の図は説明用でず。すべて一度に表示されることはありません。 




這累前に 


各部の名前とはたらさ 
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操作ガイドボタンについて 


^巧でを巧ずと昼本的なファクスの送受信の方法や L モード、エラー表示についての説明がデイ 
スプレイに表示されます。 





ご達の前 


操作ガイドボタンについて 
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「1ガイドに沿ってファクス 
を送る」を選び、 I 

( g ) または巧ですを押す 


をラ1度 
，がージを巧す 
〇 


W 巧クスを送る 
原稿をウラ向をにして<ださ 

し V. 今I巧ぺージ 


m 

だが 


巧ぺージ I 中止 


I;夕ぺージ 

〇 


を押ず I 


W フパスを送る 
原稿挿入□を確認して< ださ 

し、.今 I巧べー ジ 




ウラ 


I 前ぺージなぺージ'中止 


I 巧ページ 

〇 


を巧す 


^ 乃クスを送る 
原稿が仆’の幅を合わせ、原稿 
をセットして < ださい 



ウラ 


喃ページ f 


中止 


原稿をセットする 



受話器を取る 


巧手のファクスま 
号をダイヤルする 


ダイヤル後、 

I 及ぺージ を巧ず 

〇 


W フ7クスを送る 

相手の方び出たらファクスを送る 
ことを伝え [ FAX スタ-卜]を 
押して<ださい 




中止 


FAX ストト 

感を押す 


ファクス送信 
び始まります。 


をお知 S せ 

参操作ガイドを表示しているとさは、子機で電話を 
かけることはでをません。 


操作ガイドボタンについて 




(例）操作ガイドに沿ってファクスを送るとき 


を押す I 


液晶操作が仆 I 

f 巧 D たい項目を CD で道んで 

しんミ夫泡を押してね！ r 

ifmsKKaBi 

2ファクスを費けるとき 
3「受信 FAX びありまず J 
4惭しいメ-ルび届きました」 


'巧ぺージ「中止 


',▲,1 または I 、ス，で 
「ファクスを送るとさ」を 
選び、 eg ) または巧て巧 

娜す 〇 


f ■知りたい項目を®で選んで 

決定]を巧してね！ 


^ 7?クスを送る 




2ファクスを信の手順を確認する 


目夕へ I 前ぺージ【巧ぺージ‘ I 中止 


操作ガイドボタンについて 


ご罵の前に 
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視機を接続する 


親機を接続する 


必ず手順の番号順に接続してください。 

1ま話器と受話器コード 
を接続する 


ぉ日舌ぉ 
接続端子 


電話機コードを、回線 
接続端子とご家庭の電 
話線コンセントに是し 
込む 



「カチッ」と音びず 
るまでしっかり差し 
込みます。夕+すとさ 
は、 レバーを 押さ そ 
なびら抜き取ります。 



アース線は、付属しておりませんので巿版のを 
のをご購入 < ださい。 




這累暫 


親機を接続する 


1-22 


次ぺージへ一 

























規機を接続する 


■►つづを 

\電話回線び自動的に 
設定される 

参 10 PPS の回線を使われて 
いるとさは、手動で設定 
して < ださい。 

(防 1-2 已ページ） 

-•回線種別とは…- 

電話回線の種類にはダイヤル回 
線に OPPS 、10 PPS ) とプ 
ッシュホン回線（卜ーン）とび 
あります。 

回線の種類び正しく合っていない 
と電話をかけることびでをません。 

(矛 IJ 用している回線の種類は、 
NTT との契約によります。） 


記録がカセットを 
取り付ける 

向さにミ主意して、図のよラ 
に取り付けてください。 


アンテナを立てて伸ばす 

アンテナを立てて伸ばさな 
いと、電波の届<距離び短 
くなります。 


• 「回線種別還択」と表示されたときは 

回線種別自動設定びでをませんでした。回線の状態によって自 
動的に設定でさないことびあります。 

回線種別び合っていないと電話をかけられなかったり、ちびラ 
相手にかかったりずることびあります。 

こんなとさは@〜 (3 を)で回線を選んでください。 

20 PPS ► (は） 

卜ーン（プッシュホン） ►じぶ） 

10 PPS ► 触 

♦回線の種類びわか5ないときは （防 1 -2 已ぺージ） 



ファクシミリを設置したとまは 

通信状態をお認することびでさます。付属の 
「シャープファクス無料通信テストのご案内」に 
必要事項をご記入の5え、シャープファクシ SU 
通信テストセンターまでファクスでお送りくださ 
し、。受信状態を診断して通信結果をお送り致しま 
す。（ファクス送信していただく時間帯によって 
は、返信に数曰かかる場合もあります。） 

シヤープファクシミリ通信テストセンター_ 
※ま号のおかけ間違いのないよラごま意ください 

画0120 -3 巨4889 


巧^お知6せ 

参構内交換機 （ PBX ) 、ビジネスホン、ホームテ 
レホンなどに接続されている場合は、回線種別び 
正しく合わないことびありまず。 

• 電源を入れると、親機の底面等び部分的にあたたか 
くな0ますび、故障ではありません。 

• 電源コードと電話機コードはでさるだけ離して設 
置してください。雑音び入ることびあります。 

♦この商品のプラスチック部分には、光の具合に 
よってキズのよラに見える箇所びあります。これ 
はプラスチックの製作過程で生じるもので、構造 
上および機能上の問題はありません。 




這累暫 


親機を接続する 
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視機を接続する 


ADSL をご利用のとをは 


インターネットやパソコン通信に ADSL を利用する場合は、スプリッタを用いて本商品とバソコンの両ちを 
接続することびできます。 ADSL を利用するには、 ADSL 各サービス会社への申し込みび必要です。 

参 ADSL には加入電話と共ちするタイプ（タイプ 1) と共ちしないタイプ（タイプ 2) びあります。 

タイプ2のとをは本商品をお使いになることびできません。 

タイプ1のとをは、下図のようにスプ U ッタの 「PH0NE5 品子」 （ADSL 各ヴービス会社によって名称の 
異なることびありまず）に親機を接続します。 

参本商品の回線種別はご契約の回線種別に設定して < ださい。 

•ADSL をご利用のときは、電話の音量び大きくなりすざる場合びあります。こんなときは 「TA 対応」の 
設定を変更ずると改善される場合びあります。（〇ぞ1 0-7 ページ） 



旧 DN をご利用のときは 


インターネットやパソコン通信に NTT の侶 DN 回線 （INS ネット日 4) を利用する場合は、 ISDN 夕ーミナル 

アダプター （TA) を用いて本商品とパソコンの両方を接続することびできます。旧 DN 回線を利用ずるに 

は、 NTT への申し込みび必要でず。 

•旧 DN 夕ーミナルアダプター (TA) の「アナ□グポート」 （TA メーカーにより名称の異なることびあり 
ます）に親機を接続しまず。 

•夕 一5 ナルアダプターと旧 DN 回線間の接続には、デジタルサービス ユニット （DSU) び必要です。あら 
かじめご用意ください。なお、ター5ナルアダプターによっては、 DSU び内蔵されている機種ちありま 
す。詳しくはター5ナルアダプターの説明書をご覧ください。 

•回線種別はプッシュ回線 （PB) に設定してください。 

•ナンバー-ディスプレイを利用するとさは、ナンバー.ディスプレイ対応のター5ナルアダプターを使用 
してください。対応状況は、お使いの TA メーカーにお問い合わせください。 

•ナンバー.ディスプレイに対応していない夕 一S ナルアダプタをお使いのとをは、ナンバー.ディスプレ 
イの利用設定を「使用しない」に設定してください。 （0^8-3 ページ） 

•ネーム.ディスプレイを利用するとをは、ネーム-ディスプレイ対応のター5ナルアダプターを使用して 
ください。対応状況は、お使いの TA メーカーにお問い合わせください。 

•「L モード」をご利用になるときは、 「L モード」に対応した夕ーミナルアダプター (TA) をご利用ください。 

•旧 DN をご利用のとさは、 ターゴ J レアダプターによって電話の音量び大をくなりすざる場合びありま 
す。こんなときは 「TA 対応」の設定を変更してください。 （ b ®M0-7 ぺージ） 


デジタルポート 


パソコン 


電話線◄— 
コンセントへ 


DSU 


夕一=ナルアダプター ( TA ) 


アナ□グポート 
回線接続端テへ’ 



付属の電話機コード 




ご使用の前 


親機を接続する 

























回線種別を合わせる（変える）とまは 


停止 



ダイヤルボタン 


わからないとをは、最蓄りの NTT の支店、営 




回線種別を親磯が自動的に設定できなかったときや、電話びかか日ないときは、回線種別び正しく設定され 
ていないことびあります。ちう一度、回線種別を設定し直してください。 

また、 lOpps 回線をご利用のちも、この設定で 10 PPS に設定を変えてか日お使いください。 


20 PPS に設定するとさは I 


I 登録 
〇 

►©►©►© 

^ 信止 

► @ 

トーン（プッシュホン）に設定するとをは 

I 登録 
〇 

y @ ► @ @ 

^ 信止 

►漫 

10 PPS に設定するときは I 


I 登録 
〇 


^ 信止 

ちう一度自動で回線種別を設定ずるときは 

(この場合は自動的に 1 Opps 回線には設定さ 
れません。） 

苗^® ► @@ 


♦回線の種類びわか6ないときは 

回線の種類は、なのち法で調べることびでさます。をし、 
業所にお問い合わせください。 


これまでの 

電話機は？ 


ダイヤルした 
ときの音は？ 


回線種別を 


ボタン式 
電話機 


て 


ダイヤル式 
電話機 ' 


NTT の 

黒巧己白こ 



形式名 


電話機の底にある 
形式名を確かめる 


000-A1 


000-A2 


【10PPS】 に 

※かか5ない場合 
は 【20PPS】 
にしてくださし'>。 

【20PPS】 に 




回線種別を合わせる(変える)とさは 



ご罵の前に 


1-25 






















































































記録紙をセツトずる 


1度に30枚まで、記録紙をセツトできまず。 



1プリントする面を 

クフ向をにし、記録級 
カセツトにセツトする 
(-度に30枚まで） 



記録紙は、 A 4 サイズの当社推奨品をお使いくださ 
し、。（防 10-2 ぺージ） 

推奨品がの記録紙やコピー用紙を使用ずるとプ 
U ントびかずれたり、濃くまたは薄くプ U ントさ 
れることびありまず。 

参普通紙 （ UX - P 10 A 4) 

(ごを文は、お買いあげの販売店へお申し付けく 
ださい。） 


プリントする面 


普通紙をよ<さばいて紙の 
巧端をそろえてか S セット 
して < ださい。 

さばかずに紙®先端をそろえず 
にセツトすると記録紙び正苗に 
さ日れないことびあります。 




記録紙 カバー 



>記録紙カセツトび壁などにあたり、 
前に傾いていると記録紙びつまる 
ことがあります。 

このよラなときは、親機の設置位 
置を少し前に寄せてください。 


記録級カバーを巧りかす 


2記録紙を取り出す 


■ 記録がを追加ずるとをは 

いったん記録紙を全部抜き取ってから、再度セッ 
卜して < ださい。 

プ U ント中は、記録紙を追加しないでください。 

■ 記録ががつまつたときは ( B ぞ 9-7 ぺージ） 




をお知6せ 

• しわや巧り目のあるちの、反っているもの、また 
破れている記録紙はセツトしないでください。記 
録紙づまりの原因になります。 

参プ U ント中に記録紙カセツトを引さ抜かないでく 
ださい。 

•長期間、記録紙カセツトに記録紙をセツトしたま 
まにしないでください。記録紙び湿気などを含 
み、劣化する原因になります。劣化した記録紙を 
そのままお使いになると、記録紙の給紙不良や記 
録紙づまりなどの原因になることびあります。 




記録紙を取り出す 


己録紙をセツトする 


ご使累暫 


記録紙をセットする 
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子機を巧電ずる 




充電器を AC アダプターと接続して電源コンセント 
( AC 100 V ) に差し込みます。また、テ機を壁に掛 
けて使うこともでをます。 



巧電器に AC アダプター 
を接続する 







♦壁や柱に取り付けるときは、しっかりとした、一定の厚みに cm な上） 
のある巧へ取り付けてください。 

♦AC アダプターのコードを壁面と充電器の間にはさまないようにしてく 
ださい。 


♦壁掛け用ネジは付属していません。 

取り付ける場合は、図の推奨寸法に近いネジをお買いホめください。 
子機]台： 2本 


已 mm 


9. 日 mm 


巧電器裏面の 
巧の寸法 



た目 mm 

20mm L 



ネジの 
推奨寸法 


11 '巳 mm 


2'4mm 


資^お知 s せ 

•充電端子はピンなどの異物でショート（短絡）させないでください。 

•テ機の充電器は、充電端テび巧れていたり、異物びついていたりすることびあります。いつをされいに 
しておいてください。 （B を9-已ぺージ） 

•充電中はテ機や充電器びあたたかくなりますび、異常ではありません。 

参テ機や充電器を設置ずるときは、親機や PHS/ 携帯電話の充電器、その他の電気製品などと一緒に置か 
ないでください。（できるだけ離してください。）子機の呼出音び鳴らなくなることびあります。 


J モ機を壁に掛けて使5 


S 充電器を接続ずる 


子機を充電する 


ホ 


4m 33 


巧 




2 


壁掛用取り付け寸法 


ご罵の前に 



















































子機を巧電する 


はじめてお使いになるとをは、 

化ず10時聞な上充電してくださし、。 


♦充電ミ也にち寿命びありまず。古くなると充電して 
も使えなくなりまず。 

• 使用頻度にをよりますび、約2年程度で使用でを 
なくなります。長時間充電してをすぐに充電池の 
容量びなくなるとさは新しい別売の充電池に交換 
して < ださい。 


ほ話時間について 

いっぱいに充電した状態 （10 時間し U 上） で通話で 
さる時間は 

• 麵げ態で 約 6時間です。 

参通話中や登録操作中に、充電容量びなくなる 
と、"ピッピッ…"と警報音び鳴り、約1分後 
に通話び切れます。（子機のディスプレイに 
"要充電"び表示されます。）このとをは、 
いったん電話を切って充電するか、親機に転送 
してお話しください。 

• スピーカーホン通話（防2-7、 2-9 ぺージ）で 
お話しずると通話でさる時間は短くなります。 


1巧電おのコネクタを接 
続して巧電池を入れる 




込んでくださし、。 


充電池のコードを 
はさまないよラに 
充電池ふたを 
取り付ける 


通して、内側に寄せる。 




6 モ機を巧電器に置く 

ボタン面を手前に向けて置 
いてください。を向さに置 
くと充電されません。 

はじめてお使いになるとさは、 
切ボタンび点打してから 


してくださし、 



♦子機を使わないときは、いつを充電器に 
戻してください。 

参はじめて子機を充電するときは、切ボタ 
ンび点灯してち、液晶ディスプレイに 
" No . 1 " び表示されるまで時間びか 
かることびあります。 

♦充電中は充電器や子機びあたたか < なり 
ますび、異常ではありません。 

参ディスプレイに表示される " No .1" 
などのま号は、子機の内線ま号です。 

内線通話やとりつぎ転送するとさに使い 
ます。（防2-28、2-30、2-31、 2- 
33ページ） 

巧^お知 S せ 

•旅行や長期不在によりモ機を使用されないとさ 
は、充電池のコネクタを外しておくことをおずす 
めします。 




10時間む上充電 


テ機を充電器に置くだけで、 
自動のに電源び入り（切ボタン 
点な）、巧電び始まりまず。 


J モ機を充電ずる 


巧電池の寿命 


ご霞の前に 


モ機を充電する 


1-28 





























コードレス八ンドコピーを巧電する 


はじめてお使いになるときは、 

化ず6時巧な上充電してくださし、。 


I充電池にも寿命びあります。古くなると充電して 
を使えな<なります。 

I使用頻度にをよりますび、約2年程度で使用でさ 
なくなります。長時間充電してもすぐに充電池の 
容量びなくなるときは新しい別売の充電池に交換 
してください。 


ほ用時間について 

いっぱいに充電した状態（日時間(上）で連続し 
て使用でさる時間は 

約1.日時間です。 

また、動作待機時間は約3時間です。（周囲温度 
約2已むでお使いになった場合の目安の時間です。 
使用条件によって使用時間は異なります。） 

充電容量びなくなると、"ピッピッ…”と警告音 
び鳴り、已分をに電源び切れて、読み取ったデータ 
び消えてしまいます。読み取ったあと、早めに八 
ンドコピーを親機（本体）に取り付けてください。 


八ンドコピーの中央を 
押さえて引を出す 

(陪 3-8 ページ） 




A マークを 
押さえてがす 



>コネクタは「カチッ」と音びするま 
で確実に差し込んでください。 


次ぺージへ- 





—ドレス八ンドコピーを巧電ずる 


巧電池の寿命 


這累前に 


n — ドレス八ンド n ピ—を充電する 
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コードレス八ンドコピーを巧電する 


►つづを 




ガラス面を上にして八ン 
ドコピーを本巧に取り付 
ける 

(豚 3-8 ページ） 


はじめてお使いになるときは、 


6時間む上充電 


して < ださい。 



本体に取り付けるだけで巧電び 
始まりまず。 


♦八ンドコピーを使わないとさは、いつも親機に戻してください。 
♦充電中は八ンドコピーびあたたかくなる場合びありますび、異常 
ではありません。 




這累暫 


n — ドレス八ンド n ピ—を充電する 
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貧出音量や受話音量、スピーカーの音量を変える 


巧手の声が聞さとりにくいとさは、受話器やスピーカー 
か6聞こえる音の大きさを変えることができまず。 



電話びかかってさたとをの呼出音の大ささを変え 
ることびでさます。 

だ,…'; 


再タイ》回 


受話器を置いた状態で 

^ (音量）を続けて巧す 

♦はじめに1回押すと、現在設定されている音量 
び ffi 認でさます。（音量は変わりません。）続 
けて押ずと音量を変えることびでさます。 

♦ボタンを続けて巧すと日段階に設定でをまず。 


通話中に受話器から聞こえる相手のちの声の大さ 
さを変えることびでさます。 



再ダイ村レ团 



受話器を取って 


苗语量）を 
続けて巧す 


♦はじめに1回押すと、現な設定されている音量 
び確認でさます。（音量は変わりません。）続 
けて押すと音量を変えることびでをます。 

♦ボタンを続けて押ずと日段階に設定できます。 


呼出音を鳴らさないよラにすることびでをます。 
このとを電話の着信は、お晶ディスプレイの点な 
でわかります。 

t ' し…； 



音量）を3巧な上 （ r ピ ー J とい 
5さび鳴るまで）巧し続ける 

親機のディスプレイに呼出音 回 び表示されます。 
再び、呼出音を鳴らすときは、" a"/| かI (音量）ボタ 
ンを押します。 

♦「切」にしているとをでも、内線からの呼出音 
や L モードのメール到着通知音、ドアホンは鳴 
0まず。 


スピーカーホンで話しているときや、録音再生時 
にスピーカーから聞こえる音の大ささ、また、通 
信時の音声ガイダンス （ 「ファクスを送信しま 
す。」など）の大ささををえることびでをます。 



だし 



スピ-力-ホン聞こえているとをに 

〇巧を押し、 

宿量）を 
続けて巧す 

♦はじめに1回押ずと、現在設定されている音量 
び確認でさます。（音量はをわりません。）続 
けて押すと音量を変えることびでをます。 

♦ボタンを続けて押すと日段階に設定できます。 


■ 巧手の方に聞こえるこち6の青の大まさををえた 
いとまは（規機送話音量 B ®=9-2 ぺージ） 


■ 規機のボタンを巧したとまに鳴る r ピッ J 音を鳴 
6さないよ5にずるとまは 
(キータッチ音 cs ' A - aa ぺージ） 




親 ㈱ D ストカ- 


/曲 規機の巧出音を 
鳴6さないよラにするとをは 


親獅 ai 音量を変える 


お機 0) 錦龍嫩る 



呼出音量や受話音量、スピ—力—の音量を変える 
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呼出音量や受話音量、スピーカーの音量を巧える 


人 

ピ 

I 

力 

I 

の 

曰 

量 

を 

変 

え 

る 


S 子 H の!!聯 i が親うにずるには 


la ! ifiM 


子機のストト龍を変える 


呼出音を鳴らさないよラにずることびでをまず。 
このとき電話の着信は、通話ボタンや着信ランプ 
の点滅でわかりまず。 



通話ボタンを消灯させた状態で 

0【音量）を2巧な上（ピー音び鳴る 
まで）巧し続ける 


ディスプレイに (i 醒励 び表示されます。 

再び呼出音を鳴らすときは liSSil/i か1植量）ボタ 
ンを巧します。 

♦ 陋屋励 に設定しているとさでを、内線やドアホ 
ンからの呼出音は鳴ります。 


スピーカーホン通話しているとさや、録音再生時 
などスピーカーから聞こえる大ささを変えること 
びでをます。 



，じ-の-术ノ 

^を巧し、 



「ツー」といラ音び 
聞こえているとさに 

0 (音量）を巧す 


はじめは「標準」になっています。 
標準<■与大の2段階に設定できます。 
なびら設定してください。） 


(音を聞を 


■ 巧手の方に聞こえるこち百の青の大まさををえた ■ モ機のボタンを巧したとまに鳴る「ピッ J 音を鳴 
いときは（モ機送話音量防 9-2 ぺージ） 己さないようにずるときは（キータッチ音出力 

防 6- 12ぺージ） 

■ モ機の受話音量をを化的にさ百に大を<したいと 
をは（モ機受話音量 B ®>9-2 ぺージ） 


電話びかかってをたとさの呼出音の大ささををえ 
ることびでをます。 




通話ボタンを消灯させた状態で 

ご!)【音量）を巧す 

はじめは「大」になつています。 

ル<■马大の2段階に設定でをます。（音を聞さな 
びら設定してください。音は現在設定している呼 
出音で鳴ります。） 


通話中に受話口から聞こえる巧手のちの声の大き 
さを変えることびでさまず。 



通話中に 

大をくするとをは合/を巧す 
かさくするとをは、^を巧す 


はじめは「標準」になっています。 

標準卜马特大の2段階に設定でさます。 
さなびら設定してください。） 


借を聞 




S 子！の呼出音量ををえる 


S モ機の受話音量ををえる 


i 累暫 
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呼出音の種類を変える 


電話びかかつてをたときの呼出音の種類を変えること 
がでさます。 

親機の巧出音は、あ5かじめ6種類のメ□デイーが内 
蔵されていまず。 

また、 「 L モード」を利用ずると、さ6に3種類 
(1 邑和音）のメロディーをダウン□-ドして利用ず 
ることちでをまず。 


11过を巧す 


2 (▲) または： ▼) で 
惜関連設定 J 
を選び、な貪を 
巧す 


3 :▲) または： ▼) で 

r 視機呼出音 J 
を選び、な齊を 
巧す 


4みまたは ： fit 

r 規機呼出音切 
替 J を選び、 

〔ミ:: うを巧す 


♦はじめは（工場出荷時は）電話べル音に設 
定されています。 

■ 途中でやめるときは 

^を押します。 

■ 1つ前に房るときは 

を巧します。 

■ 設定した規機の呼出音を巧話したいとまは（規機 
の呼出音量を変えるぺージ） 


已トルコ行進曲 
風で還巧，ま苗でまを 


• - ' 




〇〇ツ《 



r 登録する J を選 
び、 (5 萝を巧す 


停止 

(§) を巧す 



真の吉 


■ji 

の巧 - sl > で 


2 

鳥の声 

に設定しました 


な> で選択， [;„/ 況面でミ央定 


' I I 戻 

る 


すお知6せ 

♦内線からの呼出音は、常に「プルルル、プルル 
ル」でず。 

• 親機の呼出音を電話べル音し U がに設定していて 
ち、プ U ント中などで、親機び動作しているとき 
は、「電話べル音」になります。 



苗録巧山 

1初期登録 
2から<り時計設定 
3音関連設定 
4画面設定 
已電話帳 

巧>で選択，も./決沼で決定 


音関連設定 
韻調整 
2親機呼出音 
3メール到着通知音 


巧>で選択ず冠でミ央定 


親機呼出音 
1親機呼出音切替 
2在宅時 コール 回数 
3留守時 コール 回数 


巧>で選択ず冠でミ夹を 


親機呼出音切替 
SIS ベル音 
2鳥の声 
3電子音 

4 TOYS SYMPHONY 


:▲) または： ▼) で 
呼出音を選び、 
0^を巧す 


鳥の声 


1登録する 
2演奏する 


巧> で選扔み沼でミ央定 


固定 

メ □ディー 

I 

電話べル音 

2 

鳥の声 

3 

了な 

巧ナ曰 

4 

TOYS SYMPHONY 

己 

トルコ行進曲 

6 

華麗なる大円舞曲 

「!_ モード J 
からの 

ダウン□ー ド※ 

7 

(ダウン□ー ドメ □デイI) 

8 

(ダウン□-ドメ□デイ 2) 

9 

(ダウン□-ドメ□デイ 3) 


※フ〜9の呼出音は、 「L モード」から□デ 
イーをダウン□ー ドした場合に表示されます。 
•呼出音を試聴したいときは、手順日のあと 
|>'1または‘:▼'で「演奏する」を還び、 L/ 
ま定ボタンを押します。聞さ終わったら、 
中止ボタンを押します。 




親機の呼出音の種類を巧える 


呼出音の種類を変える 


ご罵の前に 
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呼出音の種類を巧える 


テ機の呼出音は、あ6かじめ9種類内蔵されていま 
ず。 

さ6に、自分で作巧できる才 U ジナルメロディー 
(防臣 -6 〜邑 -1 1ぺージ）を1種類登録できまずの 
で、合ゎせて10種類の中か51つ選ぶことびでをま 
ず。 




通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 

^を巧す 


♦現在設定されている呼出音び鳴ります。 


■ 途中でやめるとまは 

^を押します。 


巧^お知 S せ 

•内線からの呼出音は、常に「プルルル、プルル 
ル」です。 


▲こまたは ▼) で 
r チヤクシンネイ 
□J を選んだあ 
と、 (g) を巧す 







3 :んまたは: ▼) で呼 

出音の種類を選ぶ 


♦選ぶたびに、呼出音（確認音）び鳴ります。 


固定 

メ □デイー 

01 

「プルルルプルルル」 

02 

「ポ □□□ ポ□□□」 

03 

「シヨートメ □デイー①」 

04 

「シヨートメ □デイー③」 

0己 

「シヨートメ □デイー劇 

06 

「展覧会の絵」 

07 

「エ IJ ーゼのために」 

08 

「のばら」 

09 

博」 

オリジナル川デイ- 

10 

「才 IJ ジナル」※ 


《「自分で呼出音を作る（才 U ジナルメ〇 
デイー）」（防日-日〜 6-1] ページ）で 
作ると選ぶことびできます。 


4 ©を巧す 

• 「ピー」と鳴って設定されます。 


S 子機の呼出音の種類ををえる 


i 累前に 


呼出音の種類を変える 
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登録 

〇 




視機の曰付と時刻を合わせる 


^を巧す 


r 初期登録 J を選 
び、 (g ) を巧す 


旧付 - 時刻 J 
を選び、 0 ^を 
巧す 


ダイヤルボタンで 
曰付を入れる 


香漏 目ス疋 

1 初期登録 
2 からくり時計設定 
3 音関連設定 
4 画面設定 
已電話帳 

巧> で選択，[: .. Z 巧眉でミ央定 


戻る 


初期登録 
1 日付二時刻 
2 発信元番号 
3 発信元名 
4 回線種別選択 
己 サービス 利 巧 設定 
巧> で選択，も./決定]でミ夫定 


戻る 


曰付-時刻 
日付 0 2-0 9-0 1 
時刻 14 :日(] 


吹イかレ]で変更，ま沼で決 


巧ミ肖 


曰付-時刻 

日付 0 2-0 9-01 
時刻 14:00 


[ダ仆ル]で変更， [!■■/ ま沼で巧 


巧消 


例：の回面]凹の田 

I _ I I _ I I _ I 

2 0 0 2 年 9 月 1 日 
日付を修正しないときは、 
手順日へ 


Iを巧して 


♦数字を入れまちびえたとをは、取消ボタン 
を押して、ちラー度入れ直します。 

•年は西暦年の下2巧を入れまず。 

【年入力】 

2日0 2年づ 0 2 

2 0 4 8年与 4 8 


ダイヤルボタンで 
時刻を入れる 

時刻は24時間制で入 
れます。 

例：田回回固 

午後 3 時 00 分 


6 (©を巧す 


曰付-時刻 
日月 1 日日 1 日：日日 

[ S ../ 決迅で決定します 

广 I - 广 广取渴 


曰付-時刻 


登録しました 


[ミ. •/ 決冠でミ央定します 


戻る 


還)对， T 

♦ 0砂から時計びスタートします。 


■ 途中でやめるとまは 

感 を押します。 

■ 1つ前に戻るとまは 

'石るまたはで肖娜しま! 


巧 ^ お知 6 せ 

参時刻表示は、めやすとしてご利用ください。な 
お、誤差び生じた場合は設定をやり直してくださ 
し、。（時計精度：平均月差+已〇秒 L ソ内） 

参曰付び入れば、曜曰は自動的に設定されます。年 
は送信したファクスにプリントされまず。また、 
カレンダーでも表示されます。 


ファクスを送ったとを、相手側の記録紙に日付と時 
刻、曜日をプリントしまず。また、留守を電話で用件 
が録音された曰巧や時刻を確認したりすることちでを 
まず。 

(親磯の日付-時刻は、工場出荷時にあ日かじめ設定 
されていまず。） 



日付と時刻を合わせる 


停止 


息) 


ダイヤルボタン 




ご屬置 


曰付と時刻を合わせる 


〇 

〇 

〇 © ©] 
©©〇| 
〇 © ©I 
©©©! 

〇 

〇 〇 〇 
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曰付と時刻を合わせる 


モ機の時刻を合わせるとディスプレイに時刻を表示 
しまず。（親機の時刻を合わせてもモ機の時刻は合い 
ません。） 





:▲) または （▼) で 

r トケイトウ □ 

ク J を選んだあ 
と、0を巧す 


■ 途中でやめるとまは 

/?) を押しまず。 

■ r ピピピピ J と鳴ったとまは 

時刻として入力でをる範囲を越えた数字び入力さ 
れていまず。はじめから入力をやり直してくださ 
し、 


巧^お知6せ 

参充電ミせのコネクタびがれたり、充電池の容量び 
なくなると、設定した時刻は消えてしまいま 
す。再度、登録してください。 

• 操作の途中で約2分間何ちしないでいると、待 
機画面に戻ります。そのとさは、はじめからや 
り直してください。 





3ダイヤルボタンで |1 [ y 

時刻を入れる 11111 

時刻は24時間制で 

入れまず。 - 

例：田の逗 I 面 

午を3時0 0分 

♦1 ケタのとさは、最初「0」をつけて入れ 

例：鸟]回回面 

午前9時 8分 

•聲字を入れまちがえたときは、または 
でまちがえた数字を選んで、わラー度、 
入力し直します。 


4 ©を巧す 


• r ピー」と鳴ったあと待機画面に戻り、日 
砂から時計びスタートします。 


J 子機の時刻を合わせる 


ご屬の暫 


曰付と時刻を合わせる 
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発信元番号 

N 0, =0312345678 


最後に [ミ../ 決迅で決定します 
' ' • t 巧お 


ファクスを受けた相手のちには • 



•番号を入れまちがえたとさは取消ボタンを 
押して、ちラー度入れ直します。 

•スペース（空白）を入れるとさは g ) を押 

し9。 トジ W 

プラス （+ ) を入れるとさは貧うを押しま 
す。 


6 (g ) を巧す 


を信子を岩 


N 0 

n ^ inniicr*in 


登録しました 



最後に [ミ. •/ 決迫で決定します 



' ，戻 

る 


7 停止 

@を巧す 


■ 登録した電話番号をおえるとまは 

一度消してから、もラー度登録します。 


あなたの電話番号や名前を登録する 




ファクスを送るとを、あなたの電話番号や名前（発信 
元情報）を相手のちに伝えるために登録しまず。登録 
した番号や名前は、ファクスを送ったとき、巧手のち 
の記録紙にプ U ントされまず。 


停止 


這 ) 

ダイヤルボタン 



2 r 巧巧登録 J を 
選びを巧す 

初期登録 

1 曰巧-時刻 

2 発信元番号 

3 発信元名 

4 回線種別選択 
巳サービス 利用設定 
巧> で選択巧迅でミ央定 


' ' '戻る 


発信元番号 

3 ▲または, I で 

1登録 

2消去 

r 巧信元ま号 J 

を選び 硬 を巧 
す 

《をで選択，巧迅で決定 

' ' '戻る 

M 

発信元番号 

4 r 登録 J を選び 

N 日,二 

( g ) を巧す 



FAX 番号を入力して < ださい 


' ' '戻る 


■ 途中でやめるとまは 

@を押します。 


■ 1つ前に戻るとまは 

'らるまたはで肖対甲します。 

■ 登録した電話香号をミ肖ずときは 

① 手順！〜3の操作を行ラ 

② 「消去」を選び、な巧を押ず 

③ もう一度 （ g ) を押ず 

④ を押す 





1登録 
〇 

み 


登録 

〇 


を巧す 


登録設定 
1初期登録 
2からくり時計設定 
3音関連設定 
4画面設定 
已電話帳 

巧>で選択，ミ夫迫で決定 


戻る 



あなたの電話を号を登録する 


這累前に 


あなたの電話番号や名前を登録する 



jQ Q © 魯 
© Q Q " 
© 〇 
〇 〇 〇 
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登録 

〇 


を巧す 


6 を巧す 


く 発信元名 > [漢/かな] 

种 严，田 


登録しました 


> 

[ダイヤル]で文字入力，熙消]で 


戻る 


停止 

(§) を巧す 


■ 透中でやめるとまは 

@を押します。 

■ 1つ前に房るとまは 

または 


■ 登録した名前ををえるとをは 

一度消してから、をラー度登録します。 


戻る 

〇 


巧ミ肖 
〇 


を押しまず。 


■ 登録したち前をミ肖ずときは 

① 手順！〜3の操作を行う 

② 「消去」を還び、 風 を押す 

③ わう一度な質を巧す 

④ を押す 




あなたの電話ま号や名前を登録する 


停止 


感 


ダイヤルボタン 


2け。期登録 J を 
選び ( g ) を巧す 

初期登録 

1曰付-時刻 

2発信元番号 

3発信元名 

4回線種別選択 
已サービス和用設定 
巧> で選扔ま迅で決定 


1 ' '戻る 


発信元名 

な Vi または：で 

1登録 

2消去 

r 巧信元を J を 

選び ( g ) を巧す 

巧> で選択，巧迅で決定 


1 ' '房る 


く 発信元名 > [漢/かな] 

4 r 登録 J を選び 

1 

(©を巧す 

> 

[ 夕 ’ イヤル ] で文字入力，[取消]で 



i 女宇切き' '取消 





'登録 

〇 

帝 


登録設定 
1初期登録 
2からくり時計設定 
3音関連設定 
4画面設定 
巳電話帳 

巧> で選択 [!../ 決迅で決定 


戻る 


を前を入れる 
撮大をち12でき 
/半ち24文き） 

(豚]-39叫-42 

へ。—バ、 


あなたのを前を登録する 


ご屬の暫 


あなたの電話番号や名前を登録する 



贸 Q © Qi 
Q © の j 
巧 Q © ®j 
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文字入力のしかた 


電話帳に名前を登録ずるときなど、文字を入力ずる場 
合は、ダイヤルボタンを使って入力しまず。 

(防 2-12-2- 13ぺージ、 防 2-1 己一 2-1 白ぺージ 
など） 

親機では文字切曾ボタンでで字の種類を替えてダイヤ 
ルボタンで入力します。 


文字切替ボタンを巧すたびに文字の種類が切り替わる 

文字の種類 


I 文字切替 


〇 


を押す 


発信元名 > [ま/かな] 


> 

[ダイヤ山で文字入力，[取消]で 


姑視「 


取消 


* [漢/かな]ひらびなの全角を表示します。漢字にす 
I るとさはひ5びなを変換して入力します。 

[机カタカナの全角を表示しまず。 

i 

[英]英字の全角を表示します。 

1 

[ y ] 数字の全角を表示します。 

半[カナ]カタカナの半角を表示します。 

1 

英字の半角を表おします。 

半段の数字の半角を表おします。 

-[区点] 4ケタの数字（区点コード）を入力すると、 
区点〕ードー覧表（豚 10-1 0~ 10-21 ぺ一 
ジ）におす文字履号、数字、漢字）び全角 
で入力でさます。 

文字の種類を還んだあと、ダイヤルボタンを巧して文字を還ぶ（陪^-40ぺージ） 

憤/かな](ひ S びな）モード 

ダイヤルボタンを巧した回数により、文字入力一覧表 （ B ぞ 1-40 ページ）のひらびなび全ち表おさ 
れます。漢字にするときは、ひらびなを恐契して入力します。（№1 -41 ページ） 

(例）@を押した場合 

押ずたびに表示される文字び切り替わります。 

克）—^ レ、—^ つ—**ス — *- di) —^ あ一 * ■し、— * ■つ— * ■ス— * ■お 


[カナ]、[期、半[カナ]、半[期モード 

ダイヤルボタンを巧した回数により、文字入力一覧表 （ ESn - 4□ページ）の艾字が全角また 
は半角で入力でさます。 

[数]、半[数]モード 

ダイヤルボタンに表示されている数字が全角または半角で入力でさます。 

[区点]モード 

区点コードー覧表 （ E 這 no - 1日〜1日-21ぺージ）を見ながら、ダイヤルボタンで4ケタの数 
字を入れます。 


(例）区点コード： 4己目7の「翼」を入れる 


発信元名> 


眩点] 


発信元名 


[_ り] 


発信元名> 


眩点] 




親機で文をを選ぶ 


這累前に 


文字入力のしかた 


1-39 


















义字入力のしかた 


■規傑义き入力-質表 


(《1 ) :半角カタカナは、電話帳の登録時や発信元名 、 「L モー ド」で使えます。 

(《2):電話帳や発信元名の登録時は、半角のルタ字は使えません。 

(《 3) :電話帳の登録時と発信元名登録時は、 ，：！？&/()[]□ (半角スぺース）の順に表示されまず。 
メールの宛ホや題を、本文入力中は、 

-,:：!?&¥$%+= ■‘へ （）<>[] U 晚 /-_ □ (半角スぺース）①順に表示されます。 

(《4) : L モー ドの送信 メー ルの本で入力時のみ 一 （改行）しまず。 

(※巳）：定型でび入力できます。 （ r . co . jp 」 r . ne . jp 」 r . ac.jpj r.comj r @ pipopa . ne . jp 」 

1-40 r @ dem . odn . ne . jp 」「 www 」 を選んだあとリを J 甲して入力しまず。） 


カトド 

入カボタへ 

を 角 

半ち 

全ち 

ひ6がな 
[熟 

カタカナ 
[か] 

英字 

閲 

数字 

[数] 

カタカナく※1 ) 
半 [が] 

英字げ2) 
半[英] 

数字 
半[数] 

区点 

コード 

腔拥 


おいラスお 
おいラえお 

アイゥェォ 
アイゥェォ 


1 

アイウエオ 
アイウエオ 


1 

(臨 10-10 

10-21 
ベ-ジ） 


かさ < けこ 

カキクケコ 

ABC 
a b C 

2 

貼クケ] 

abc 

ABC 

2 

( S ) 

さしすせそ 

ヴシスセソ 

DE F 
d e f 

3 

サシスセソ 

def 

DEF 

3 


たちつてと 

タチツテト 

ッ 

GH 1 

邑 h i 

4 

タチツテト 

’ッ 

邑 hi 

GHI 

4 


なにめねの 

ナニヌネノ 

JKL 
j k 1 

己 

ナニヌネノ 

iki 

JKL 

己 

風 

はひふへほ 

八ヒフへホ 

MNO 
m n 0 

6 

A ヒフ〜卞 

mno 

MNO 

6 


まみむめち 

マミ lx 乂モ 

PQRS 
p q 「 s 

7 

7ミムが 

pqrs 

PQRS 

7 


やゆよ 

やゆ 

ヤュ3 
ャュョ 

TU V 

t U V 

S 

内ョ 

ャュョ 

tuv 

TUV 

8 


らりるれろ 

ラリルレ □ 

WXYZ 
w X y z 

9 

ラリルレ □ 

wxyz 

WXYZ 

9 

© 

わをん日 
□(スベ-ス） 

□□ 

ワヲン日 
□(スぺ-ス） 

□□ 

□曰田回国 
剛 can 

□( スぺ-ス） 

0 

ワヲン H 
□(スぺ-ス） 

《 3 

0 

卜ーン hM 

© 

獨点/半獨点 

無効 

t 

濁点/ 

半濁点 

※已 

木 

無効 

© 

《 4 

# 

《 4 

# 

《 4 

;'も 
再夕仲 レ 回义^ 

、酷 B 

讀。 

カーソル左ち移動 

だ….: 

の,/ 4,0 

かな漢字変換 

メール本文入力中、カーソル上下移動 

'あ巧 
〇 

かな漢字変換 

無効（非表示） 

'取消 

〇 

カーソル上の1文字を消去 

'文字切替 
〇 

文字の種類の切り替え （「 L モード」利用時のみ絵文字に切り替えることびでをます。） 


ご雷の暫 


文字入力のしかた 






































义字入力のしかた 



変換 


〇を巧して 
r お田 J を選ぶ 


く 発信元名> 

廣/かな] 

>油田 


[ダ仆ル]で夕宇入力，邸潮で 

'巧巧'採用' 

'取消 


•ボタンを押すたびに切り誓わります。 
‘:▲) またはで選ぶこともできまず。 


く 発信元名〉[漢/かな] 
池田 I 


[ダ仆ル]で文字入力，[取消]で 


<発信元名 > [漢/かな] 


>いけだ 

[ダイヤル]で夕字入力，【取消]で 


巧換用 I I 巧消 



•文字をお用します。 

• L / 決定ボタンで採用することちでさます。 
•続けて文字を入力するとさは手順！〜 7 を 
くり返し操作します。 


1交き切含' ' iffi 消 


「池田」と入力ずるときは次のよラに入力しまず。 


I 文字切替 


で文ぎの 


発信元名〉 [漢/かな] 


> 

[ダイがレ]で文字入力，【取消]で 


〇 < 

種類を選ぶ 

(陪 1-39 ぺ- 
ジ） 

参はじめ、電話帳に登録するときや発信元名 
を登録するとをは、じ美/かな]になって 
います。 


I 文宇切宮 r 


取消 


@を2回巧す 


発信元名 > [漢/かな] 


>い 

【ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


巧巧「採用 


取 ミ 肖 


•くり返して押すと 

あ一* ■い 一つ一*■スーお一►あ一*■い一►う一►え一►ぉ- 


'採用 


〇 


を巧す 


の順に切り替わります。 


3 @を4回巧す 


発信元名〉 [漢/かな] 


>いけ 

[ダイヤル]で夕字入力，【取消]で 


巧巧採巧 


巧消 


(んち）を1回巧す 


発信元名 > [漢/かな] 


>いけた 

【ダイヤル]で文字入力.[取消]で 


巧巧採用 


取消 




親機で义字入力する（例) 


文字入力のしかた 


ご罵の前に 
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义ぞ入力のしかた 


親機の文字入力について 


■ 义字を消ずには 

カーソルの]つ前が消えます。（カーソルがで字の上にあるときは、その文字が消えます。） 


① t を巧す 




〉いけたた 

[ダ仆ル]で文字入力，[取消]で 


を巧「巧用 


取消 








[ダかル]で夕字天力，邸ミ肖]で 


を換「採用 


取消 


■ 义ぎを入れ直ずには 

①訂正したいで字を 
(イ 、 . またはで選ぶ 




>いしだ 

[ダイヤル]で文字入力，[取消]で 


変巧「巧用 


巧消 


③を押して 
文字を消す 


■ 同じボタンに割日当て6れた文字を続けて入力ずるときは 

(例）「あい」を入れる 


の@对甲す「尉 


〉友 

[ダ仆ル]で文字入力，邸消]で 


@1'、^;を押す 


巧巧^採巧 


巧消 




〉お 

[ダイヤル]で文字入力，顿消]で 


を換「探用 


取消 


@ダイヤルボタンで正しい 
文字を入れる 



>いけだ 

[ダイヤル]で夕字入力，[取消]で 


を換用 


巧消 


® @を2回巧す「しリ 




>あい 

[ダイヤル]で文字入力，[取';肖]で 


を巧「採用 


巧消 


■ 涵点 （') や半街点 （‘） をつけるとまは 

①獨点や半獨点をつけ 
たいで字を入れる 


②知うを押す（くり返し巧すと （'' 
と（° ) び切り替わります。） 


>た 


f 今’ 

>だ 


[ダ仆ル]で文字入力, 

颗潮で 


[ダイ巾ル]で文字入力, 

邸潮で 

'巧巧'採巧' 

'取ミ肖 


'を換'採用' 

'巧ミ肖 


■ スぺースを入力ずるとをは 

'：►； をお要な分だけ押しまず。1回押せば半角分のスぺースび入ります。 

( じ美/かな]モードのときは採用ボタンを巧して、文字を探用してから’'、卜を必要な分だけ押してくだ 
さい。） 

■ 改行ずるときは （「 L モード J でメールの本文を作が中のみ） 

如 を巧す _ 

( [ま/かな]モードのとをは*^®を押して、文字を採用してから@を押してください。） 




ご屬の暫 


文字入力のしかた 
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义字入力のしかた 


子機ではカナ/キャッチボタンでで字の種類を替えて 
ダイヤルボタンで入力しまず。 


S モ機で文きを選ぶ 


カナ/キヤッチボタンを巧すたびに文字の種類が切り替わる 


キ器' 


を押す 



>田ナ]カタカナを表示します。 

丄 

[英]英字を表示します。 

i 

表おなし数字を表示します。 


义字の種類を選んだあと、ダイヤルボタンを巧して义字を選ぶ（陪 1-44 ぺージ） 

[カナ]モード 

ダイヤルボタンを押した回数により、で字入力一覧表 （B を 1-44 ページ）のカタカナび表示 
されまず。 

[英]モード 

ダイヤルボタンを押した回数により、文字入力一覧表 （B を 1-44 ページ）の英字び表示され 
まず。 

[表示なし]モード 

ダイヤルボタンに表示されている数字び A 力でをます。 




這累暫 


文字入力のしかた 
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义字入力のしかた 


■モ傑义き入力-覧表 


ヵトド 

入カボタン \ 

カタカナ 
[カナ] 

英字 

閲 

数字 

[表示なし] 

の 

アイウエオ 
アイウエオ 

無効 

1 


カキクヶ] 

ABC 

abc 

2 

( 3 ^ 

サシスセソ 

DEF 

def 

3 

減 

タチツテト 

ヴ 

GHJ 
旨 hi 

4 


ロネノ 

JKL 

jkl 

己 


A じへホ 

MNO 

mno 

6 


巧ムメモ 

PQRS 

pqrs 

7 

編 

にョ 
にョ 

TUV 

tuv 

S 


ラリルレ 日 

WXYZ 

wxyz 

9 


ワヲン Q 
□反ぺ-ス） 

日□(スぺ-ス) / 

[]：..!() S ?@ 

0 

を 

無効 

术 


無効 

# 

スピーカーホン 

@ 

画/一 

濁点/半濁点 

無効 


力ーソル左ち移動 

巧お/ クリア 
&留） 

カーソル上の1文字を消去 

巧綜/クリア 

安留） 

を 2 秒 L ； 让巧す 

全文字消ま 

カナ/ 

キヤツチ 

文字の種類の切り替え 


ご雷の暫 


文字入力のしかた 
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义ぞ入力のしかた 


「イケダ」と入力するときは巧のように入力しまず。 


S モ機で文字入力する（例） 


通話ボタンを消巧した状態で操作します。 
ディスプレイは電話帳に登録するとをのをのです。 


キ您 


で义きの種 
類を選ぶ 

(豚]-43ぺ-ジ） 


>はじめは「カナ入カモード」になっていま 
す。 


し 7 7 ) を 2 回巧す 



>くり返して押すと 
す-* ■イ -• ■ウー •■ェーオ-* ■ア-•■ィ ー* ■ウー ェ-•■才1 

の順に切り替わります。 


I 

4 @を巧す 

イケタ 

カナ 


カナ 


を押して力ーソルを移動して、文字を 
入力すると、その間にスペースび入りまず。 


三こ一で一のこ 

趣/" 


を巧す 



たおを 4 回巧す 



♦同じボタンを使って入力する文字（例： 
「ァ」と「王」、「ヮ」と r - (長音）」 
など）を続けて入力するときは1文字目を 
入力したあと、1’►'，'を押して、力ーソルを 
移動してから2文字目を入力します。 


©を巧す 

参文字入力び終了します。 




這累暫 


文字入力のしかた 
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义字入力のしかた 


■ 义字をミ肖ずには 

①訂正したい文字を 
;'◄'，'または|>)で還ぶ 



S 子機の文字入力について 


鬥历/ソリ /• 

②@を巧ず 



■ 义字を入れ直ずには 

①訂正したい文字を 

または|>)で選ぶ 



②0を巧して文字 

鋪す 



③ダイヤルボタンで正しい文字を選んで入れる 
(文字の種類を替えるときは、を巧ず） 



■ 同じボタンに割日当て6れた文字を続けて入力ずるとをは 

必ずを巧して力ーソルを移動させてから入力してくださし、。 


(例）「アイ」と入れる 
①のを押す r ア」 ②|»封甲ず 


③ yu を2回巧す 





■ 涵点 （') や半街点（‘）をつけるとまは 

遇点 （‘） や半濁点 r ) をつけたい文字を入れたあと、次の操作を行います。 


スピーカーホン 




>くり返し押ずと 、 c ) と（° ) び切り替わります。 


スぺースを入力ずるとをは 

■；►；' を必要な分だけ押しまず。1回押せば1文字分のスぺースび入りまず。 




這累暫 


文字入力のしかた 
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